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現代の課題浮き彫りに

(作品社･⊥890円)

なかまさ･まさき　1963年広島
生まれ｡金沢大学法学類教授｡
著書に『(リア充)幻想』など｡

〟戦後民主主義″というIb轟が強い求心力を持った
時代があった｡表意″帝ー〟平和韮義″といった言説が毒を馨し､リベl芹牡等八や文化人たちが社

-ち▲らじ

会を先導していた｡そうした時代の寵児が丸山異男であった｡

杢菅は丸山の主著『宝の思想』を解読しっつ､現
代社会への鋭い問題提起を行なっている｡講演を書籍化しているため講義形式で読みやすい.旦Aの思想の特異性'国体(国撃'無限責任/無責任の体系､無構造性とタコツボ型､｢である｣社会と､1する｣社会

なじ

など､丸山のお琴の詩論が分かりやすく解説され.ている.社会を通底する樫神が欠如しそれぞれが孤立したタコツボ型社会'ずるナ湛(行為)｣よりも｢であること(立場)｣によって秩序化される社会上｣れらは現代のネット社会にも当てはまる示唆である｡
だが､本書の真骨頂は丸山の遺作を解説す優しとに

のみあるのではない｡｢零代鹿産や産金哲学への深い造詣から'著者ならではの｢仕掛け｣が用意されているoスピノザ'ホップズ'カンート'シュミットなどの西洋政治思想史‥デリダやフーコーなどの現代思想の知見を駆使して'日本の国家観の特異性が強調されている｡外来習瞥融合化する｢重層｣において､原則は瞭昧化し､合理性ではなく｢場の雰囲声によって､人間盟写れ自休が価値化される｡物神崇拝や公式主義の下で'無限責任と無責任とが表裏一体に構成される｡政孝に限ったことではない｡

他方で､著者はサンデル･ブームを｢サンデルごっ

やゆ

こ｣と椛掩しながら'哲学的な議論の構成よりも｢正しい答え｣を求めようとする態度､その昏学ではなくサンデルを物神崇拝する姿勢を厳暑糾弾している｡理静とは湖象化という｢フィクション]なのだから､そう簡単に｢正解｣を求めることなどできない｡丸山が論
曙た日本社会の病理は依警して私たちの社会を

蝕んでいる｡菅の事実に自覚的でなければならない｡
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はないだろうか｡-(九州大准教学政治学大賀琶)


